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 The purpose of the present study is to investigate how frequently 

the young people use the phrases in fashion and how they are 

conscious of the contemporary Japanese language.  

,Subjects were 122 undergraduates (45 males and 77 females) from 

Faculty of Human Science, Bunkyo University. The mean age was 20.8 

years. 

 It was found that, out of 39 phrases which had been preselected by 

the researchers, 15 were used by more than 75 percent of subjects and 

22 were by more than 50 percent. Generally, the usage of the phrases 

was more frequent in females than in males. 

 It was also show that many subjects were aware that "Strange ways 

of speech and queer phrases are in fashion (83.6%)", "Polite 

expressions are not used in a correct manner (80.3%)", "Many words 

are used incorrectly (66.4%)", "Girls often use manlike words (61.5%)", 

etc. These results suggest that young people are conscious of their 

broken usage of the Japanese language.
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「はや りことば」に関す る研 究(1)一人間科学部学生 の場 合一

本研 究の 目的

「若者用語 」あるいは 「はや りこ とば(流 行語)」 は
、若者 の 日常 用語 の

中に多用 され 、年 々歳々 、あ るいは時々刻々移 りか わ りつつ ある。「はや り

こ とば」 の ある もの は、短期 間 の うちに使用 され な くな り、 ある ものは長

期 間にわた って使用 され続け 、「はや りこ とば」 とい うよ りは 「日常 語」 と

して定 着 し、生 き残 る もの もある。

厂はや りこ とば」 の主 な担 い手 は若者 であ り
、彼 らは、 その共 通語 とし

て 厂はや りこ とば」 を駆 使 してい るよ うに感 じられ る。

他 方、若者 が 多用す る 「はや りことば」 は、若者が 小 ・中 ・高校 時代 を

通 じて学ん で きたはずの 「国語文 法」の枠組 みか らしば しば 逸脱 してい る

こ とに よ り、厂日本 語の乱れ」をひ きお こ してい る元 凶 とみ なされ る場合 も

少な くな い。

現在、若者達 は、 どの よ うな 「はや りこ とば」 を、 どの程度 に 多用 して

い るの であろ うか。彼 らの"こ とば感覚"、 そ して"こ とばへ の関心"は ど

の よ うな もので あろ うか。 男女 間に差 異はあ るだろ うか。

本研究 は、 こ うした素朴 な疑 問か ら出発 して取 り組 まれた もの であ る。

方 法

1.調 査 票

本研究 にお ける調査 内容 は、大 き く1部 とII部 に 分 かれ る。1部 で は、

若者 の間での 「はや りこ とば」 とされ るものが、実際 に どの くらい使 われ

て いるのか を調べ るこ とに した。調査 項 目とした 「はや りこ とば」 は後 出

の表3の39語 で あ るが 、語 の選 定に あたっては 、『現 代用語 の基礎 知識1990』

(自 由国民社)の 「若 者用語 の解 説」(堀 内克明)を 参 考 に して、そ の中か

ら27語 、 また、 『放 送研 究 と調査 』(1989年8月 号 、1990年7月 号 、NHK

放 送 研 究部)の 「現代 人の言語環境調 査」よ り4語(『 現代用語 の基礎知 識

・:
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1990』 との重複2語)を 使用し、さらに、文教大学学生の 日常会話の中で

使われている語を追加 したものである。これら 「はや りことば」39語 の使

いかた(表 現)は 、主に 『現代用語の基礎知識1990』 の例 にならった。1

部の設問は、「以下の文章のなかで、自分が普段使 っている、または、使 っ

たことのあると思われるものには○、普段使っていない、又は使ったこと

がないと思われるものには×を()内 につけて下 さい。」であった。

II部は、「はや りことば」を含む 日常の 「ことば」や 「ことばつかい」に

ついて調査対象者(文 教大学生)が 、どの ような意識を持 っているのかを

調べたものである。第1問 は、最近の世間のことばつかいに関す る学生の

意識 を問 うたものであるが、その設問は、「人々の近ごろのことばつかいに

ついて、どんな感 じをおもちですか?(い くつでも○)Jで あった。内容は

表4に 示す通 りであった。なお本間は、NHK調 査(前 出)の 設問をその

まま利用 させていただいたものである。第2問 は、流行語に対する興味の

有無 と流行語の使用度合をたずねたもので、1部 での 「はや りことば」の

使用実態 と関連す るものである。本間もまた、NHK調 査(前 出)の 設問

に同じである。

第3問 ～第5問 は、「はや りことば」に関連 して最近の傾向として 「女性

のことばつかいの男性化」が言われるが、このことに関 し、どのような意

識 を持っているのか を尋ねた ものである。第3問 では 「男女のことばつか

いはちが っているほうがよいと思 うか」、第4問 では 「女性の男性的な会話

を聞いてどう思 うか」、第5問 では 「男性の女性的な会話 をどう思 うか」を

尋ねた。

第6問 は、「はや りことば」の特徴の1つ である 「語尾をのばす話 し方」

が 「気になる」か どうか、第7問 はことばの乱れの例 として出される 「敬

語」に関 し、「はや りことば」の使用 との関係で、「その必要性」について

どのような意識 を持 っているのかを、最後の第8問 では、全体 として 「最

・ ・



「はやりことば」に関する研究(1)一人間科学部学生の場合一

近 の 日本語 は乱れて いる とい われ るが、ど う考 えてい るか」を問題 に した。

2.調 査対 象者

文教 大学 人間科 学部学生122名 。 男子学 生45名 、女子学生77名 。

平均年 令20.8歳 。(男 子21.2歳 、 女子20.5歳)

3.実 施 年 月1990年12月

結 果

1.「 流行語」の使用の実態

本調査の対象者(文 教大学人間科学部学生)は 、若者の間での 「流行語」

を、実際に、 どの くらい使用 しているのであろうか。また、具体的にどう

いう 「流行語」が好んで使われ、どういう 「流行語」には、あまり関心が

ないのであろうか。

表1流 行語の被使用頻度率区分ごとの
流行語数(項 目数)

被使用% 全 体 男 子 女 子

100～75% 15(.38.5) 13(33.3) 14(35.9)

～50% 7(17.9) 6(15.4) 9(23.1)

～25% 11(28.2) 13(33.3) 12(30.8)

o% 6(15.4) 7(19.9) 4(10.3)

計 39(100.0)39(100.0)39(100.0)

表2流 行語使用数ごとの人数

瓢口口 数 全 体 男 女

38 1( o.$) 0 1( 1.3)

32 ～ 35 18(14.8) 6( 13.3) 12( 15.6)

28 ～ 31 14(11.5) 4( 8.9) 10( 13.0)

24 ～ 27 23(is.s> 9( Zo.o) 14( is.2)

20 ～ 23 18(14.8) 5( ii.i) 13( 16.9)

16 ～ 19 24(19.7) 8( i7.$) 16( Zo.$)

12 ～ 15 14(11.5) 7( 15.6) 7( 9.1)

8 ～ 11 8( 6.6) 4( 8.9) 4( 5.2)

5 1( o.$) 1( 2.2) 0

3 1( o.s> 1( 2.2) 0

計 i2a(ioo.o)45(100.0}77(100.0)

Xz=14.762P<0.098

一70一



文教大学 言語と文化 第4号1991年

表1は 、本研 究 で調査 した 「流行 語」を使 用 した学生 の数 と割合(以 下 、

「流行語」 の被使用 頻度 ・率)を も とに
、4区 分 に まとめ た ものであ る。

この結果 は、被使用率 が100%～75%の 厂流行 語」(す なわ ち、75%以 上 の

学生が使 用 した語)は 、全体 では15項 目(39項 目 中38.5%)、 被 使 用率50%

以 上 で見 ると全体 で は22項 目(56.4%)で あ る こ とを示 し、大半の 「流行 語」

が 、多 くの学生 に よって使 用 され てい るこ とを示 した。 これ を、男子学生

と女子 学生で比べ る と、男子 学生 では被使用率50%以 上 の 「流行語」 は19

語(48.7%)、 女 子学 生 では、23語(59.0%)で 、男子 に比べ て女子 の方が 、

多 くの 「流行語」 を使 用す る傾向 にあ るこ とが うかが われた。

表2は 、調査対 象者 が使用 して い る 「流行 語」 を もとに、使用す る語の

数(以 下 、語使 用数)を 算出 し、10区 分 に まとめ た もので、区分毎 の人数

(%)を 示 した もの であ る。図1は 、 人数 比(%)の 男 女比較で ある。

最 も多 くの 「流行 語」 を使用 して いる学生(1人)は 、39語 中38語 す な

わち97.4%も 使 用 していた。 また、20語(51.3%)以 上 使用 して い る学生

は60.7%に 達 し多 くの学生が 「流行 語」 を使用 している こ とが わか る。本

調 査では調査 対 象の 「流行語」 を1つ も使 用 しない学 生は いなか った。最

も使用語数 の少 ない学生(1人 、 男子)で も3語 、次 に少ない学生(1人 、

男子)で は5語 の使 用で あった。

この語 使用数 につ いて 男子 と女 子 で比較 す る と、20語 以 上使用 す る者 は

男子で は、53%、 女 子 では 、64.9%で あ り、カイニ乗検定 の結果は 、X2=

14.762,P〈0.098と な り、女子 学生 の 「流行語」使 用数が 男子 に比べか な

り多い傾 向に ある こ とが示 された。 なお、女子学 生では 、語使 用数 の最 も

少 ない者(3人)で9語(39語 中23.1%)で あ った。
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図1.流 行語使用語数の男女比較

人数比

表3は 、「流行語」 ご とに、その語 を使 用 した学 生数 ・率(以 下 、語使用

頻度 ・率)を 算 出 し、全体 で見て 、語使 用率の高 い順 に並べ た もので あ る。

どうい う 「流行 語」が よ く使わ れて いるか を見 る と、全体 では 、1位 か

ら10位 に挙 げ られる ものは、「ほん と?」 「あっそっか」「やばい」(以 上97.5%)、

「わけわかん ない」(92 .6%)、 「超ね むい」(86.1%)「 か っこいい じゃん」
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「ば っ か み た い 」(82 .8%)「 お か し す ぎ る 」 「む か つ く」(82.0%)「 ポ イ

ン ト高 い よ(81.1%)で あ っ た 。 こ れ ら は 、 い ず れ も80%以 上 と い う 高 い

黙語 使 用 率"で あ る
。

語 使 用 率 が11位 以 下 で 、80%未 満50%以 上 の もの は 、「ウ ッ ソ ー 」(79.5%)、

厂す ご い 面 白 か っ た 」 「ダ サ イ 」(78 .7%)、 「お い し い バ イ トJ「 あ の 女 け ば

い 」(75.4%)、 「だ っ せ え 」(74.6%)、 「は ず し た な 」(71.3%)、 「っ ざ け ん

な 」(64.8%)、 「本 物 み た く」 「わ り か し き れ い 」(59.0%)、 厂チ ェ ッ ク い れ

て る 」(52.5%)、 「び し ば し 」(50.0%)の12語 で あ っ た 。

こ れ に 対 し 、語 使 用 率 が 最 も 低 い 「流 行 語 」は 、「巨 ば か 、巨 ブ ス 」の3.3%、

次 い で 相 対 的 に 低 い もの(30%以 下)は 、「は ぶ ん ち ょ 」(18.9%)、 「メ チ ャ

ン コ か わ い い 」(22.1%)、 「ぶ っ と び 一 」 「ケ ー キ 好 き だ し い 」 「～ す る み た

い な あ」(24.6%)、 「う れ ピ ー 」(27.0%)、 「デ ュ ー ダ す る 」(29.5%)な ど

で あ っ た 。

「流 行 語 」 の 使 用 頻 度 ・率 の 男 女 差 に つ い て
、 カ イ ニ 乗 検 定 を 行 っ た と こ

ろ 、男 子 学 生 に 比 べ 女 子 学 生 の 使 用 率 の 有 意(5%水 準)に 高 い も の は 、「ウ ッ

ソ ー 」(女 子94.8%、 男 子53.3%、P〈0.000)、 「お か し す ぎ る 」(92.4、64.4、

P〈0.000)、 「超(チ ョー)ね む い)」(92.2、75.6、P〈0.02)、 「グ ッ ドで

す よ 」(89.6、71.1、P〈0.02)、 「す ご い 面 白 か っ た 」(88.3、62.2、P〈0.002)、

「本 物 み た く」(68 .8、42.2、P〈0.01)、 「わ りか し き れ い 」(67.5、44.4、

P〈0.02)、 「ケ ー キ 好 き だ し い」(33.8、8.9、P〈0.000)で あ り、 逆 に 、

男 子 学 生 の 使 用 率 が 有 意 に 高 い もの は 、厂だ っ せ え 」(女 子64.9%、 男 子91.1%、

P〈0.003)、 「は ず し た な 」(64.9、82.2、P〈0.07)、 「し び い 」(22.1、62.2、

P〈0.000)で あ っ た 。 女 子 学 生 の 方 が 好 ん で 使 用 す る 「流 行 語 」、 男 子 学

生 の 方 が 好 ん で 使 用 す る 「流 行 語 」 の あ る こ と が わ か る 。
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表3流 行語の使用頻度(人 数)・ 率(%)

流 行 語
全体

人数 %

男

人数 %

女
人数 %

有意
水準

1ほ ん と? 119 97.5 42 93.3 77 100.0 11・

2あ っ そ っ か 。 119 97.5 42 93.3 77 100.0 11・

3や ば い 。 119 97.5 43 95.6 76 98.7 0.63

4わ け わかんない。 113 92.6 41 91.1 72 93:5 1:'

5超(チ ョー)ね む い 。C90)◎ 105 86.1 34 75.6 71 92.2 0.02

6か っ こ い い じ ゃ ん 。@ 101
..

37 82.2 64 83.1 1.00

7ば っ か み た い 。 101 .. 32 n.i 69 :・ 0.02

8お か しす ぎる。◎ 100 82.0 29 64.4 71 92.2 111

900っ て む か つ く。('90)◎ 100 1 34 75.6 66 85.7 0.24

10ポ イ ン ト高 い よ。 ◎ 99 81.1 35 77.8 64 83.1 0.62

11ウ ッ ソ ー 。 97 79.5 24 53.3 73 94.8 111

12あ の 映 画 す ご い 面 白か っ た 。('90) 96 78.7 28 62.2 68 .. 0.002

13ダ サ い 。@ 96 78.7 36 :11 60 77.9 0.97

14お い しいバイ ト見つけたんだ。◎ 92 75.4 34 75.6 58 75.3 1.00

15あ の女けばいと思わない?◎ 92 75.4 35 77.8 57 74.0 o.si

16だ っせ え 。 ◎ 91 74.6 41 91.1 50 64.9 0.003

17は ず し た な 。 87 71.3 37 82.2 50 64.9 0.07

18っ ざけんじゃねえ一 よ。(っ ざけ んな よ。)◎ 79 64.8 31 .:・ 48 62.3 0.59

19よ くできて いるので本物みた く見える。C89) 72 59.0 19 42.2 53
..

0.01

20あ の 子 、 わ りか し き れ い 。 72 59.0 20 III 52 67.5 o.02

21あ の 人にチェックいれてるんだ。◎ 64 52.5 20 III 44 57.1 0.24

22び しばし仕事 をす る。◎ 61 50.0 20 44.4 41 53.2 0.45

23「 来 週 試 験 だ っ て 。」 「ゲ ロ ゲ ロ 」 ◎ 57 46.7 T8 40.0 39 50.6 0.34

24こ っ ち 向 い て ミソ 。 ◎ 55 45.1 17 37.8 38 ,., 0.29

25あ の 人 ち ょ っ と根 ク ラ っぽ い よ 。 55 45.1 18 40.0 37 48.1 0.50

26昨 日は、10時 間 も爆睡(ば くすい)し た。◎ 54 44.3 21 46.7 33 42.9 0.83

27態 度 がエル。◎ 45 36.9 14 31.1 31 40.3 0.41

28逆 玉 に乗 っちゃえば。◎ 45 36.9 15 33.3 30 39.0 0.67

29し び い 。 ◎ 45 36.9 28 62.2 17 22.1 o.00
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流 行 語
全体
人数 %

男

人数 %

女
人数 %

有意

水準

30そ の背広 に、そのネクタイ、グッドですよ。◎ 44 36.1 13 28.9 31 40.3 0.29

31今 日の2限 ぶ っ ち し よ 。 ◎ ・ 43 35.2 16 35.6 27 35.1 1.00

32デ ュー ダ す る 。 ◎ 36 29.5 9 20.0 27 35.1 0.12

33あ りが と う 、 う れ ピー 。 ◎ 33 27.0 13 28.9 20 26.0 1:・

34バ イ トをす るみたいなあ。◎ 30 24.6 9 20.0 21 27.3 0.50

35ぶ っ とび 一 。 30 24.6 9 20.0 21 27.3 0.50

36わ た し っ て 、 ケ ー キ好 きだ し い。@ 30 24.6 4 8.9 26 33.8 111

37メ チ ャ ン コか わ い い 。 ◎ 27 22.1 9 20.0 18 23.4 0.84

38は ぶ んちょしよ。◎ 23 18.9 8 17.8 15 19.5 1.00

39巨(き ょ)ば か の 巨(き ょ)ブ ス 。 ◎ 4 3.3 1 2.2 3 3.9 1.00

人 数 122 45 77

(注1)('90)…'90年3月NHK調 査 の流行語

(注2)C89)…'89年2月NHK調 査 の流行語

(注3)◎ …現代用語の基礎知識1990の 若 者用語

2.こ とばつ かいや こ とばの乱れ な どに関 す る意識につ いて

表4は 、第1問 厂人々の近 ごろの こ とばつ か いについて 、 どん な感 じを

お もちですか」に対 す る1～14項 目 につ いて、「自分 の考 えに近 い(す なわ

ち(そ う思 える」)と した者の 人数(%)を 示 したものである。

全体 では、最 も多くの者 が選 択 した項 目は 「9お か しな話 し方や 変 な流行

語が 多 くな った」(83.6%)、 次 いで「2敬 語の使 いかたが乱れて きた」(80.3%)

で あ った。また、大半(50%以 上)の 学生が そ う思 える とした項 目は、「4

こ とば の間違 っ、た使 い方が 多 くな った」「7意 味 の分か らな い外来語や外 国

語が 多 くなった」(以上66.4%)、 「11女性 の ことばが荒っぽ くなった」(61.5%)

で あ った。これ らは 、いずれ も、一般 に、"こ とばの乱れ"と 言 われ る時 に

指摘 され る事 項 であ り、その意 味で は、多 くの学生が 、"こ とばの乱れ"と

い う現 象 を認め 、気が つ いて いる こ とを示す もの である。この傾 向 自体 は、
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男女別 に見て も変 わ らないが、男女 の選 択率 のX2検 定 の結果は 、「9お か し

な話 し方や 変 な流行 語が 多 くな った」(男73.3%,女89.6%)と す る者 、お

よび 「11女 性 のこ とばが荒 っぽ くなった」 とす る者(男51.1%、 女67.5%)

は 、 男子学生 に比べ女 子学生 の方が有意(夫 々 、P〈0.019、P〈0.07)に

多 い ことが示 され た。 なお、他の9項 目につ いては いず れ も約30%以 下 で

あるが、「12昔 な が らの方言の よさが失われ て きた」が13.9%で 、現 実 に昔

なが らの方言 を話せ る人々が減 ってい るこ とを考 える と、その選択%の 低

さが 目立つ。

表4

第1問 人 々 の近 ご ろの こ とば つ か い に
つ い て 、 どん な感 じ をお も ちです

か?(い くつ で も)C89-3)

全体

頻度 %

男

頻度 %

女

頻度 %

有意

水準

参考NHK

調査%

1早 口の 人 々が 多 くな っ た 40 32.8 15 33.3 25 32.5 0.921 26.5

2敬 語の使い方が乱れてきた 98 80.3 34 75.6 64 83.1 0.310 65.4

3漢 字 を使わない人が多くなった 41 33.6 15 33.3 26 33.8 0.961 39.6

4こ とばの間違った使 い方が 多 くな った 81 66.4 28 62.2 53 .: 0.455 47.9

5口 数が少ない人が多くなった 3 2.5 0 o.o 3 3.9 o.iso 11.6

6人 前でも話のできる人が多くなった 29 23.8 9 20.0 20 26.0 0.454 34.6

7意 味の分からない外来語や外国語が多くなった 81 66.4 27 60.0 54 70.1 0.253 58.6

8標 準語を話せる人々が多くなった 31 25.4 8 17.8 23 29.9 0.138 18.6

9お かしな話し方や変な流行語が多くなった 102 83.6 33 73.3 69 :・. 0.019 .:・

10し ゃれや冗談の うまい人々が 多 くなった 41 33.6 10 22.2 31 40.3 0.041 27.2

11女 性 の こ とば が荒 っぽ くな っ た 75 61.5 23 51.1 52 67.5 0.072 63.5

12昔 ながらの方言のよさが失われてきた 17 13.9 5 11.1 12 15.6 0.491 30.1

(13こ の 中に は な い) 2 1.6 2 4.4 0 o.o 0:062 1.2

(14わ か らな い) 1 1 1 2.2 0 o.o 0.189 0.9

人 数 122 45 77 1,185入

この結果を、1989、1990両年のNHKに おける調査結果と比較すると、NHK

調査の結果よ りも本調査結果の方が10%以 上高い項 目は、「2敬語の使い方

が乱れてきた」「4こ とばの聞違った使い方が 多くなった」「9お か しな話
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し方や流行語が多 くなった」の3項 目であった。特に、2と9は 、本調査

結果においては80%を 越える高率(NHK調 査では、67.5%と52.85%)と

なっている。

他方、NHK調 査結果よりも本調査結果の方が低率であった項 目は「3漢

字を使わない人が多くなった」「5口 数が少ない人が 多くなった」厂6人 前

でも話のできる人が多くなった」「12昔ながらの方言のよさが失われてきた」

の4項 目である。

これ らの違いは、本調査の対象者が大学生に限られているのに対 して、

NHK調 査 の対象者は16歳 以上の男女、ということで中高年令層の意識 との

ちがいを示す ものと言えるか も知れない。

表5

第2問 テレビや新聞などで、いろいろな
流行語が使われていますが、流行語
に興味をお持ちですか。Cgo-2)

全体

頻度 %

男

頻度 %

女

頻度 %

参考
NHK調 査
%

1お おいに興味があり、いつも口にする 3 2.5 1 2.2 2 2.6 3.7

2興 味があ り、よ く口にす る 23 ., 11 24.4 12 15.8 12.3

3興 味があるが、あま り口に しない 48 39.3 16 35.6 32 42..1 38.2

4あ ま り興味がなく、めったに口にしない 34 27.9 13 28.9 21 27.6 31.9

(5ま った く興味がない) 4 3.3 2 4.4 2 2.6 13.1

(6わ か らない) 9 7.4 2 4.4 7 9.2 1

表5は 、「流行語 に対す る興 味及び 流行 語の使用」(問2)の 結 果 で ある

が 、全体 では、「3興 味が あるが、 あま り口に しない」 が最 も多 く39.3%、

次 が 「4あ ま り興 味が な く、め ったに 口に しない」の27.9%で あ った。3

と4は 「興 味」 の有無(な い し多少)を 別 にす れば 、あわせ て 「口に しな

い」とまとめ るこ とが できる。これに さ らに 「5ま った く興 味が ない」3.3%

を あ わせ る と70.5%に 達 す るこ とにな る。これ に対 し、「興味 があ り、よ く

口にす る」(18.9%)と 「1お お いに興 味 があ り、いつ も口にす る」(2.5%)

を合 計 して も、「口にす る」者は 、21.4%に す ぎなか った。この間2を 、「興
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味の有無」 で区分 してみ る と、「興 味が ある」 は60.7%、 「興味が な い」 は

31.2%と な る。これ を男女 で見 る と、「口にす る」は、男子26.6%、 女 子 は

18.4%、 厂口に しな い」は 、男子64.5%、 女 子69.7%、 また 、「興味が あ る」

は男子62.2%、 女 子 は60.5%、 「興味が な い」は 男子33.3%、 女 子30.2%と

な り、「流行 語 を口にす る」とす る者が女子 よ りも男子 に 多 く見 られ る とい

う結果 となった。

1990年NHK調 査 結果 で、同 じ く 「口にす る」者 と 厂口に しない」者 とに

まとめ ま と、前者が16、O%、 後 者 が83.2%で あ り、本調査結果 以上 にNHK

調 査 は 「口に しない者」 がず っ と高率 にな って いる。

表6

第3問 男女のことばつかいは違っているほ

うがよいと思いますか。

全体

頻度 %

男
頻度 %

女
頻度 %

1思 う 34 27.9 19 42.2 15 19.5 PくO,025

2場 面によっては 83 68.0 26 57.8 57 74.0

3あ ま り思わない 3 2.5 0 0.0 3 3.9

4全 く思わない 2 1.6 0 o.o 2 2.6

表7

第4問 女1生の男性的な会話を聞いてどう思

われますか。

全体

頻度 %

男

頻度 %

女

頻度 %

(1よ い感 じがする) 1 0.8 1 2.2 0 o.o Pく0.002

2悪 い感 じがする 78 63.9 37 82.2 41 54.7

3別 に気にならない 41 33.6 7 15.6 34 45.3

(4聞 いた事 がないのでわからない) 0 o.o 0 0.0 0 o.o

表8

第5間 男性の女1生的な会話を聞いてどう思

われますか。

全体

頻度 %

男

頻度 %

女

頻度 %

(1よ い感 じがす る) 1 o.s 0 0.0 1 1.3

2悪 い感 じがす る 94 77.0 36 :11 58 76.3

3別 に気にな らない 17 13.9 5 11.1 12 15.8

(4聞 いた事がないのでわか らない) 9 7.4 4 $.9 5 6.6
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表6～ 表8は 、最 近 の傾 向 として よ く指摘 され る 「若 い女性 の こ とばつ

か いの男性 化」 に関 しての意識 を問題 に した もので ある。

表6の 、第3問 「男女 のこ とばつ かいは違 ってい る方が よいか」 を見る

と、全体 では 、「2場 面に よっては」 が68.O%、 「1思 う」が27.9%で 、 あ

わせ て 「違 って いるほ うが よい」 とす る者 が圧倒 的 多数(95.9%)で あ り、

「思 わない」とす る者は
、わずか4.1%に す ぎなか った。この傾 向 は、男女

ともに見 られ る もので ある。

表7で は、第4問 「女性 の男性 的 な会話 を聞 いて ど う思 うか」 がわか る

が 、「2悪 い感 じがす る」(63.9%)が 多数 を占め 、次いで 「3別 に気 にな

らな い」(33.6%)で 、 「1よ い感 じがす る」 は、わずかに男子学生 の1名

(0.8%)だ け であ った。 しか し、この第4問 では、男子学生 と女子 学生 に

意識の ちが いが ある ことが示 されて いた。す なわ ち、男子では 、「2悪 い感

じがす る」が82.2%で 圧倒 的であるの に対 し、女子では半数 をやや越 え54.7%

で あ り、か わって 「3別 に気 にな らない」 が45.3%と 半数近 くにのぼ って

い る。 この男女の違 いはX2検 定 の結 果、0.2%水 準 で有意 であ った。

表8は 、第5問 「男女 の女性的 な会話」 につ いての結果 であ る。全体 で

は 「2悪 い感 じか す る」が圧 倒的(77.0%)で 、「3別 に気 にな らな い」は、

13.9%と 少 数 であ った。第4問 と比較 して、「別 に気に ならない」が減 少 し

たこ とと、「4聞 いたこ とがな いので わか らな い」(7.4%)と す る者 のい る

こ とが 特徴 として見 られた。 また、 ここでは、男女の差 は、見 られず 、ほ

ほ 同 じ傾 向 を示 した。

表9

第6問 語尾をのばす話し方は気になります
か。

全体
頻度 %

男
頻度 %

女
頻度 %

1非 常に気になる 27 22.1 11 24.4 16 21.1 P<0.022

2気 に な るこ と もあ る 85 69.7 27 .11 58 76.3

3気 にならない 9 7.4 7 15.6 2 2.6

(4わ か らな い) 0 o.o 0 0.0 0 11
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表10

第7問 日本人に敬語は必要だと思いますか。
全体

頻度 %

男

頻度 %

女

頻度 %

1お おいに必要 50 41.0 21 46.7 29 38.2

2ま あ必要 68 55.7 23 51.1 45 59.2

(3必 要 ない) 1 1 0 o.o 1 1.3

(4わ か らな い) 2 1.6 1 2.2 1 1.3

表9は 、第6問 「語尾 をのばす 話 し方」 につ いての結果で ある。 全体 と

して、「3気 に な らな い」(7.4%)と す る者 は少な く、多 くは、「2気 にな

る こともある」(69.7%)で あ った。「1非 常に気 にな る」(22.1%)と す る

者 もまた少 な くな い。また、「4わ か らない」 とす る者 は皆無 であっ た。こ

れ を男女 で見 る と、「1非 常 に気に なる」(男24.2%、 女21.1%)で は 差 が

見 られな いが 、「3気 に ならない」に おいて 、男子 「15.6%)の 方 が 多 く、

女子(2.6%)の 方 が 少な い とい う特徴が 見 られ た。この男女の違 いは、X2検

定 の結果、2.5%水 準 で有意 であ った。

表10は 、 第7問 「日本 人に とって敬語 は必要 か」 の結 果で ある。 全体 お

よび男女 とも、厂2ま あ必要」(全 体55.7%、 男 子51.1%、 女 子59.2%)と

す る者が 多いが 、「1お いに必要 」(41.0、46.7、38.2)も か な り多いこ と

が示 されてた。 「3必 要 ないJと す る者 は女子学生1名(全 体 の0.8%)だ

け であった。

表11

第8問 最 近 日本 語 は乱 れて い る

とよ く言 われ ますが 、どうお

考 えです か 。("89-11)

全体

頻度 %

男

頻度 %

女

頻度 %

参考
NHK調 査
%

1非 常に乱れている 23 18.9 7 15.9 16 21.1 P<0.083 22.7

2多 少乱れている 86 70.5 29 65.9 57 75.0 66.6

3あ まり乱れていない 3 2.5 2 4.5 1 1.3 9.1

4ま った く乱 れて いな い 3 2.5 3 6.8 0 o.o 0.5

5わ か らな い 5 4.1 3 6.8 2
'2
.6 1.1
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表11は 、 第8問 「最近 の 日本語 は乱れて いる とよ く言 われ るが 、 どうお

考 えですか」 の結果 である。全体 では、「2多 少乱れ てい る」(70.5%)が

大 多数 の認識 で、「1非 常に乱 れて る」(18.9%)と す る者 も少 なか らずい

るこ とが示 され てい る。1と2を 合 わせ て 「乱 れて いる」が89.4%と 圧 倒

的 であった。 しか し、「3あ ま り乱れ ていな い」(2.5%)お よび 「4ま った

く乱 れていな い」(2.5%)と す る者 も合 わせ て5%で あ るこ とも示 されて

いた。 男女 を比べ てみ る と、1と2を 合 わせ て 「乱れて いる」(男81 .8%、

女96.1%)は 、女子 の方が 多 く、3と4を 合 わせ 「乱れ てい ない」(男11.4%、

女1.3%)は 男 子 の方 が 多いこ とが分か る。X2検 定 の結果 、男女の差 の有意

水準 は8%で あ った。また、全体 での結果 は、NHK調 査 にほぼ同 じもので

あ った。

3こ とばつか いや ことばの乱れ な どに関 す る学生 の意識の相 互関連

前記2に お いては、最 近の世 間の こ とばつか い(問1)、 流 行 語へ の興 味

と使用(問2)、 男性 女性 の ことばつ かい(問3～ 問5)、 語 尾(問6)、 敬

語(問7)、 日本語 の乱れ(問8)な どに対 し、どの ような意識 を持 ってい

るか を個別 に検討 したが 、こ こで は定性相 関係数 お よび クロス集計 、X2検

定 に よ り、 これ らの諸事 項 の問の諸関連 につ いて検討 す る。

表12は 、 第1～12項 目 に関 し、相関係数 を求 め た もので ある。 この結果

か ら、「2敬 語 の使 い方が乱 れて きた」 と 「4こ とばの間違 った使 い方 が多

くな った」 との間に有意 な相 関(0.434)が 「2」 と 「9お か しな話 し方や

変 な流行語 が 多 くなった」 の問に も有意 な相 関(0.338)が 、 そ して 「4」

と 厂9」 の間に も有 意な相関(0.294)が あ り、 さらに 「9」 と 「11女 性 の

こ とばが荒 っぽ くなった」 との間に も有意 な相 関(0.286)が 見 られ た。

また 、厂8標 準 語 を話せ る人々が 多 くな った」が 、「6人 前 で も話の でき

る人が 多 くな った」 お よび 「12昔 な が らの方 言の よさが 失われ て きた」 と
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表12第1問 の第1～12項 目相互の相関係数(注.*印1%水 準で有意)
ρ

1

早 口

2

敬語

3

'+←ウ
俣+

4
こ とば

間違 い

5
口数 が

少ない

6
人前で
話せる

7

外来言醂

8

票準語

9

流行語

10

冗 談

11

女 性 の
こ とば

12

方 言

1早 口の 人 々が 多 くな っ た 一 一 .094 .132 .016 .002 .020 .127 .074 1.: 1 .051 .122

2敬 語の使い方が乱れてきた .134

*

.434 一 .055 一 .014 .084 .099

*

.338 1.1 .117 一 .039

3漢 字 を使わない人が多くなった 一
*

.249 .11.1 .olo .065 .143 .034 .045 一 .007 .115

4こ とばの間違った使い方が多くなった 冖 .001 一 .051 11: 一 .023

*
.294 一 .045 .150 1:・

5口 数 が少ない人が多くなった 一 1:・ .113 .029 .ono .111 .126 一 .064

6人 前でも話のできる人が多くなった 一 .030
*

.205 一 .065
*
.214 1:・ .053

7意 味のわからない外来語や外国語が多くなった 一 .176 .013 .139 .114 1..

8標 準語を話せる人々が多くなった 冖 一
.047 .183 .114

*

.255

9お か しな話 し方や変な流行語が多くなった 1:

*

:. 一 .078

10し ゃれや 冗談 の し まい 人 々が 多 くな った 一 .064 一 .036

11女 性 の こ とば が 荒 っ ぽ くな った 一 .075

12昔 ながらの方言のよさが失われてきた 一
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の 間に、それ ぞれ0.205お よ び0.255の 相 関(1%水 準 で有意)を 示 し、「10

しゃ れや冗談 の うまい人が 多 くなった」が 、「6人 前 で も話 ので きる 人が 多

くなっ た」 との間に 、0.214の 相 関(1%水 準 で有意)を 持 つ こ とも示 され

た。

表13は 、問2「 流行 語に興 味 を持 って い るか」 を、厂流行語 を 口にす る」

程度 を中心 に 「1い つ も口にす る」 と 「2よ く口にす る」を併せ 、「5ま っ

た く興 味 ない」 と 「6わ か らない」 を除 外 して 、3区 分 に ま とめ て、 第1

問 の8、10、11、12と の クロフス集計お よびX2検 定 を求め た結 果 であ る。

表13の 各 セルの%は 、第2問 の 各区分に属 す る人が 第1問 の8、9、10、

11、12に 「そ う思 う」 とした比率(%)で あ る。す なわち、厂11.女 性 の こ

とばが荒 っぽ くなった」とす るのは 、流行 語 を 「1い つ も ・よ く口にす る」

人では80.8%、 「2あ ま り口に しな い」人で は43.8%「3め ったに 口に しな

い」 人で は58.8%で 、 流行語 をよ く口にす るひ との方が 、そ うでな い人に

比べ女性 の こ とばが荒 っぽ くなった と感 じて いる割合が高 いこ とを示 した。

X2検 定 に よって、流行語 を口にす る程度 と 「女性 のこ とばが荒 っぽ くなっ

た」 と感 じる こ とに有意な差(P<0.009)の あ るこ とが確 認 で きた。この

傾 向は、「10し ゃ れや 冗談の うまい 入が 多 くな った」(P<0.028)、 「8標 準

語 を話せ る人が 多 くな った(P〈0.079)、 「12.昔 なが らの方言の よさが失

われて きた」(P<0.017)で も同様 であった。

表13問2と 問1の ク ロス集計 問2流 行語に興味を持ち口にするか

問1人 々の近ごろのことばつかいに
ついて 全 体

いつ も ・

よ く口に
す る

あ ま り
口に し

な い

め った に
口 に しな
い

8標 準語を話せる入が多くなった (31人25.4%) 42:3 22.9 17.6 P<0.079

10し ゃれや冗談のうまい人々が多くなった (41人33.6%) 53.8 37.5 20.6 P<0.028

11女 性 の こ とばが 荒 っぽ くな った (75人61.8%)
..
.1. 43.8 .. P<0.009

12昔 なが らの方 言のよさが失われて きた (17人13.9%) 30:8 8.3 o.o P<0.017

26人 48人 34人
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表14男 女の ことばつかいと女性の男性的会話

問3男 女のことばつかいは違っている方がよいか

問4
女性の矧生的会話

全 体 男 女

違 う方が
よい

場面によるあ
ま り

ま った く

違う方が
よい

場面による

あ ま り

まっ た く

違 う方が
よい

場面による

あ ま り

ま った く

2悪 い感じ 91.2 55.3 84.2 84.0 100.0 43.3

3別 に気にならない 8.8 44.7 15.8 16.0 0.0 56.7

100

(33人)

100

(87人)

100

(19人)

100

(25人)

100

(15人)

100

(60人)

P<0.001 P=1.000 P<0.000

表14は 、 第3問 「男女の こ とばつ かいは違 って い る方が よいか」 と、第

4問 「女性 の男性的 な会話 を どう思 うか」 との関係 を全体 および男性 ・女

性 別に クロス集計 ・X2検 定 した もので ある。結 果は 、全体 で見 る と、「1(男

女 の こ とばつか いは)違 って いる方が よい と思 う」者 では91.2%が 、「2(女

性 の男性的会 話 に)悪 い感 じが す る」 としたのに対 して対 して、「2(男 女

の こ とばつか いが)必 ず しも違 わ な くて も良 い」 とす る者 では 「2悪 い感

じがす る」は55.3%で 、「3(女 性 の 男性 的会話 は)別 に気 にな らない」が

44.7%で あ っ た。X2検 定 の結果 は、この ちがいが有意(P<0.001)で あ る

こ とを しめ した。 しか し、これ を、男女別 に検討 してみ た ところ、男子 で

は 、第3問 の 「男女 のこ とばつか い」に 「1違 う方が よい」とした者 も、「2

必 ず しも違 わ な くて もよい」 と した者 も、 いず れ も、第4問 「女性 の 男性

的会話」は 「2悪 い感 じがす る」(そ れ ぞれ82.4%、84.0%)で 、 ちが いは

なか った。そ れに対 して、女子 では、第3問 に 「男女 の こ とばつか いは)

違 う方が よい」 とす る ものでは 、全員(100%)が 第4問 に 「2女 性 の男性

的会話 は)悪 い感 じがす る」とした のに対 し、「2(男 女 のこ とばつか いが)

必 ず しも違 わ な くともよい」 とした者 では、逆 に56.7%が 「3(女 性 の男

性 的会話 が)別 に気 にな らない」 としていた。この ちが いは、X2検 定 の結

果有意(P<0。000)で あ った。以上か ら、男子 では第3問 「男女 の こ とば

.,
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つかい」に対す る態度の如何にかかわらず、女性の男性的な会話に 「悪い

感 じがする」とし、差がないのに対 し、女性では、明確なちがいのあることが

示され、全体 でのちがいは、女性の ちがいのを反映 していたものであった。

表15女 性の男性的会話と男性の女性的会話

問4女 性の男性的会話

問5男 性の女性的
会話

全 体 男 女

亜 い'u、 気にならない 亜 い♂u、 気にならない 悪い 気にな らない

2悪 い感 じ 91.5 73.3 90.9 85.7 92.1 71.0

3別 に気にならない 8.5 26.3 9.1 14.3 7.9 29.0

100

(78人)

100

(11人)

100

(33人)

100

(7人)

100

(38人)

100

(31人)

P<0.026 P=1.000 P<0.047

表15は 、第4問 「女性の男性的な会話」 と第5問 の関連をクロス集計及

びX2検 定によって見たものである。全体では3%で 有意な差が認められ、

女性の男性的な会話 を悪い と感 じる者は、男性の女性的な会話 を悪いと感

じ、(91.5%)、 女性の男性的な会話を気にならないとする者は、相対的に

男性の女性的な会話 も気にならない(26.3%)と す る傾向が認められた。

すでに2で 述べたように、第4問 の結果に性差が認められたので、第5

問との関係 を性別に検討 してみた。この結果、男性においては有意差が認

められず、女性の男性的会話 を 「悪いと感 じている」者 も 「気にならぬ」

者も、ともに圧倒的に女性の男性的な会話に悪い感 じがする(そ れぞれ、

90.9%、85.7%)、 と思っているのに対 して、女性には5%水 準で有意差が

認められ、女性の男性的会話を悪いと感じる者は男性の女性会話も悪い(92.1%)

と感 じ、女性の男性的会話が気にならぬ者は相対的に男性の女性的な会話

を気にならぬ(29.0%)傾 向が見 られた。

表16は 、第6問 「語尾 をのばす話 し方」 と第8問 厂日本語は乱れている

か」 との関連 をクロス集計 ・X2検 定により検討 したものである。結果は、

語尾 をのばす話 し方が、「非常に気になる」人は、それ以外の 「気になるこ
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表16日 本語の乱れ と語尾のば し

問6語 尾をのばす話し方

問8日 本語は乱れて
いるか

非常に
気になる

気になる
こともある

気に
ならない

N

非常に乱れている 30.8 16.5 11.1 23

多少乱れている 53.8 77.6 66.7 86

乱れていない 7.7 2.4 22.2 6

わからない 7.7 3.5 11 5

N 27 85 9

P<0.058

と も ある」や 「気に な らな い」 とす る人に比べ 、相対 的に 日本語が 「非常

に乱れ ている」(非 常 に気に なる人30.8%、 それ以 外の 人11～16.5%)と す ・

る傾 向 にな り、 この ちが いは6%水 準 で有意 であ った。

表17は 、 第1問 の 「2敬 語 の使 い方が乱 れて きた」 お よび 「4こ とばの

間違 った使 い方が 多 くな った」 と第7問 「日本人 に敬 語が必要だ と思 いま

すか?」 との関建 を見 た ものであ る。敬語 を「大 いに必要」とした者 の90.0%

が 、 そ して 「まあ必要」 とした者 の72.1%が 、 敬語 の使 い方が 「乱 れて き

た」と感 じてお り、5%水 準 で 厂大 いに」と「まあ」の差 は有意(P〈0.031)

で あ った。「大 いに必要」 と思 ってい る者の方 が、よ り 「敬 語の乱 れ」 を感

じて いる、と言え よ う。「4こ とば の間違 った使 い方が 多 くなった」との関

係で は敬語 を 「大 いに必要 だ」 と考 える者 では76.O%が 「こ とば の間違 っ

た使 い方が 多い」 と感 じ、敬語 を 「まあ必要 」 とす る者では58.8%と 低 く

なっている。 この差 もまた一応有 意(8%水 準)で あった。

表18は 、 第7問 「敬語 は必要 か」 と第3問 「男女 の ことばつか いは必要

か」との関連 を見た もの で、男女 の こ とばつか いは 「違 ってい る方が よい」

とす る者 では、「大 いに必要」とす る者(57.6%)が 、「まあ必要 」(42.4%)

に 比 べ 多 く、男女の こ とばつ かいは 「必ず しも違 わな くともよい」 とす る

:.
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表17問7と 問1の クロス集計

問7日 本人に敬語は必要か

問1人 々の近ごろのことばつかいについて 全 体 大いに まあ

2敬 語の使い方が乱れてきた (98人80.3%)
・11 72.1 P<0.031

4こ とばの間違った使い方が多くなった (81人66.4%) 76.0 58.8 '11:1

50人 68人

表18男 女の ことばつかいと敬語

問3男 女のことばつかいは違っている方がよいか

問7敬 語は必要か
違 っ て い
る方が よ
い

場面に
よっては

N

おおいに必要 57.6 36.5 50

まあ必要 42.4 63.5 68

N 34 83

P60.061

表19問8と 間1の クロス集計

問8日 本語は乱れているか?

問1人 々の近 ごろの こ とばつ
か い につ いて

全体 非常に 多少 あ ま り
わから
ない

2敬 語の使い方が乱れてきた (98入80.3%) 95.7 80.2 66.7 40.0 P<0.024

4こ とばの 間違 った使 い方 が

多 くな っ た
(81人66.4%) 78.3 .:. 50.0 11 P<0.007

9お か しな話し方や変な流行
語が多くなった

(102人83.6%) 95.7 :・1 66.7 40.0 P60.009

23人 86人 6人 5人

者 では、敬 語 は 厂大 いに必要 」(36.5%)と す る者 よ り 「まあ必要」(63.5%)

の 方 が 多い。 この差 は、X2検 定 の結果6%の 有 意水 準であ った。

表19は 、 第8問 厂最近 、 日本語 は乱れ てい るとよ く言われて います が、

どうお考 えですか」 と第1問 の2、4、9の 項 目 との関係 を見 た もので あ

る。「2敬 語の使 い方が乱れ て きた」 との関係 では、日本語は 「非常 に乱れ

てい る」 と考 える者 ほ ど 「敬語 の使 い方 が乱れ て きた」 と感 じてい る者 の
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割合が 高い。次 に 「こ とばの間違 った使 い方 多 くな った」との関係 で も、「非

常 に乱れて いる」と感 じてい る者 ほ ど、「ことばの間違 った使 い方 が多 くな っ

た」 と感 じて い る者の 占め る割合(78.3%)が 有 意(1%水 準)に 高い。

さ らに、「9お か しな話 し方や 変な流行語 が 多 くなった」との関連 では 、「非

常 に乱れて い る」 と感 じてい る者 ほ ど 「おか しな話 し方や 変 な流行 語が 多

くなった」 と考 えて いる者 の割合が 高 い(95.7%)こ とが 、1%水 準 で有

意なこ とが示 され た。

考 察

1.「 流 行語」 を普段 使用 してい る学生 、使 ったこ とのあ る学生 は、 男女

ともに非常 に 多 く、特 に男子 よ り女子 に多い傾向が 認め られ た。

「流行語」の うち
、70%以 上 の高い被使用率 を示 してい る語に は、厂ほん

と?」 「あ っそ っか」「や ばい」「わけ わか んな い」「ば っかみた い」「むかつ

く」「ウッソー 」「ダサ イ」等 、一 語 で完結 して お り、単独 に、合 の手 を入

れ るよ うに使 用 されや す い語 が 多 く含 まれて いる。他 の語 と結びつ いて意

味 の出る 「超(ね むい)」 「(かっこい い)じ ゃん」「(おか し)す ぎる」 など

の語 は例 外的 であった。他 方、低使 用率 を示す語 には 「巨ばか、巨ブス」「は

ぶ んち ょ」 「メチ ャン コか わいい」「ぶ っ とび一」 「うれ ピー」 「デ ューダす

る」 な どが あ り、若者用語 としての 「流行語」 では あって も、一律 に使 わ

れ るのでは ない こ とを示 して いる。なお 「デ ュー ダす る」 は就職前 の学生

に とっては使 う機会が な くて 当然であ ろ う。一 律 に使 われて いるの ではな

い とい うこ とは、とりわけ男子 に よ く使用 され る 「だっせ え」「はず した な」

「しび い」 な どの語が あ り
、他方 、 とりわけ女子 に よ く使用 され る 「ウ ッ

ソー」「おか しす ぎる」 「ケー キ好 きだ しい」 などの語があ るこ とと も一 致

す る もの であ った。

2.人 々 の近 ごろの こ とばつか いにつ いて どう感 じてい るのか 、につ いて

..
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は、「おか しな話 し方や変な流行語が多くなった。」「敬語の使い方が乱れて

きた」 と感 じている者が著 しく多いことがわかる。これらは、1989・1990

両年のNHK調 査結果 よりも高率であった。他に も厂ことばの間違った使い

方が多くなった」「意味のわか らない外来語や外国語が多くなった」「女性

のことばが荒っぽ くなったなど、「ことばの乱れ」にまとめられる項目が選

ばれる率が高 く、その他の項目の選ばれる率が比較的低い。選ばれる率が

比較的低い項 目の中で、「漢字を使わない入が多くなった。」「人前でも話の

できる人が 多くなった」「昔 なが らの方言のよさが失われてきた」は本調査

結果よ りもNHK調 査結果の方がより高率であった。学生は「方言」の担い

手ではないこと、NHK調 査の被調査者の年令幅が広いこと、などによると

考えられる。

3.「 流行語への興味 ・関心」 をもつ者はおしなべて多いが、「流行語を口

にする」者はあまり高率ではない。「流行語」を普段使っている学生、使っ

たことのある学生が極めて多数 である、 という1の 結果 とこれは矛盾して

いる。「流行語」を多数使っていながら 厂(流行語 を)口 にしないと回答し

ている学生 も少な くない。さらに、女性の方が 「口に しない」 回答率は高

いのであるが 「普段使っている」 と回答した者は男性よりも女性に多い。

これ も矛盾 した回答である。彼らの日常的によく口にする語は、改めて 「流

行語を口にする」 と聞かれた時 「流行語」 とは意識しないで回答 している

結果の反映であるかもしれない。

こうした矛盾はあるものの1990年 のNHK調 査結果よりも、「口にする」

者は多 く、学生 ・若者の特徴 を示 しているものと考えられ る。

4.「 男女のことばつかいの違い」厂女性の男性的な会話」「男性の女性的

な会話」につ いての結果からは、多 くの者が 「男女のことばつかいの違い」

を肯定的に認めてお り、「女性の男性的な会話」厂男性の女性的な会話」に

否定的な考 えを示す者が多い。しか し、男性においては、女性の男性的な

..
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会 話につ いてお しなべ て悪 い感 じをもつの に対 して、女性 において は、女

性 にふ さわ しい会話 、男性 にふ さわ しい会話 の区別 を気 に しな い者 が 多 く

なってい る。 よ く言 われる女性 の会話の 男性化 現象 を うらづ けて いる とい

え よっ。

5.「 語 尾 をのばす話 し方」 につ いて は 「わか らな い」者 は0、 「気 にな ら

ない」者 は9人 だ けであ り、大 多数 の者 は 「気に してい る」 と回答 して い

る。「流行 語」使用例 に 「ウ ッソー」等 の語 尾 をのばす 流行語 が含 まれてお

り、彼 らは 「語尾 をのばす」話 し方 を 日常 的に 多用 して いる、 と推 測 され

る。に もか かわ らず 、「気 に して いる」 とい うこ とは、使 用 し→注意 され→

気 に してい る。 あるいは、世 間で よ くいわれ るこ とであ り→ 気 にな る、 と

い うい きさつが あるのか もしれ ない、 と考 えられ る。彼 らは 、使 い なが ら

も彼 らな りに気 に して もいるの である。

6.敬 語 は必要 ない と思 うもの は女子1名 、わか らない とす る者は 男女各

1名 に過 ぎず 、大 部分 の者 が、「おお いに」 あるいは 「まあ」敬 語が必要 だ

と思 ってい る。

彼 らは、敬 語の使 い方が乱 れて きた、と感 じ、「こ とばの間違 った使 い方

が 多 くな った」 とも感 じて いる。さらに は、「最近 日本語 は乱れて い るとよ

くいわれて いる」 こ とに対 して 、同感で ある者 の 多 くが 「敬 語の使 い方が

乱 れて きた」 と感 じて い る

若者が 、「こ とばの 間違 った使 い方が 多 くな った」と感 じ 「日本語 は乱 れ

てい る といわれて いる」 こ とを肯定す る とき、敬語が 乱れて いる、 と感 じ

るこ とと密接 に結びつ いて判断 されて いるのか も しれない。

それ はまた、敬語 の使 い方 につ いて注 意 を受け る経 験の 多さ とも結 びつ

いて いるのか もしれな い。

7.日 本 語 は乱れ てい る、 と言われ るこ とにつ いては、 多 くの若者 が 「乱

れ ている」 とい う考 えに同意 してい る。同意 してい る者 の多 くが、「敬 語の
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使 い方が乱れ て きた」、「こ とばの間違 った使 い方が 多 くなった」「おか しな

話 し方や 変 な流行語 が 多 くな った」 と感 じてい る。また、「語尾 のば し」を

気 に してい る者 の 多 くが、「日本語 は乱 れて いる」 と考 えて いる者 である。

また、「流行語 をあ ま り口に しない」者 の 中に、「日本語 は多少 乱れ てい る」

と感 じてい る者 が 多い。

以上 か ら、全 体 と して言 えるこ とは、「流行語」が、これ らの学生 の間 で

は 、む しろ 「日常語」 とな って いる こ とであ る。特 に、「ほん と?」 厂あ っ

そっか」 「や ば い」 「わけわかん ない」 などは使用率が90%以 上 で 、「流行

語」 を使 って い る とい う意識 もな く使 われ てい るよ うに思 われ る。

また、例 えば、流行現 象の中 で、服 装 の色の流行 な どでは1/4～1/3の 者

が使 えば大流行 であ るが、「流行 語」 に関 して言 えば、1/4以 上 の学 生が使

用す る語 は39語 中36語(92.3%)、1/3以 上 で見 て も39語 中31語(79.4%)

で 、ほ とん どの 「流行語」が大 流行 と言 える ものであ った。この意 味 では、

「語 の流行」 は流行現 象の中で も特 異 な位 置 を占め てい るとい うこ とがで

きる。

ともか く、本調査 結果 は、筆 者 らの予 想 をはるかに こえて 、「流行 語」が

む しろ 「日常 語」とな っているこ とを示 し、まさに 「言葉 は生 きてい る」(時

代 とともに変化 しつづ けてい る)こ とを如実 に示す ものであ った。

(追 記)本 研究は、上杉 の指導に よる1990年 度 提 出の卒業論文(山 本潔)

の デー タを使用 させ ていただ き、卒 業論文 とは視点 を変 えて分析 ・検 討 し

た ものであ る。 デー タを提 供 いただい た山本潔 さん には記 して感謝 す る次

第 であ る。
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